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編 集 後 記

医学教育について（2）

 「わたしは教育をするために医師になったのではない．臨床をやるためあるいは医学を研究する

ためである．」と主張されるむきもあるし，それも確かにそうだといえる．筆者も教育者になろう

と思って医学を志したのではない．

 しかし現実はどうかといえば，大学において医学生を教え，研修医などに卒後教育をしているの

は医師でありあるいは医学研究者である．教育機関以外の第一線の病院においても，研修医にある

いは若い医師に，経験の豊かな先輩医師が教育を行っている．

 わたしは教育をするために医師になったのではないといっても，医師になってみるとそこには教

育という大きな役割があるのが現実である．現実から逃避することはできない．その上，教育はや

り甲斐のあることである．立派に，効果的にやろうではないか，そのために教育について考え，話

し合い，それぞれの立場でよりよい教育ができるように努力しようではないか．   （0．Y．）
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 PHなどを使用し．は不要です，またBDN IVP NPN PSP TURなども．を要しません．
6．表，図，写真などはすべて別紙とし，説明は和文，英文を問わずTable 1， Fig．2等として
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